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　人ロの動き
一10月1日現在一
男4，249（十1）
女4，318（十4）
計8，567（十5）
世帯数2，269（十8）

　（）は前月比較

今年の作は………
、　学校田でコシヒカリの収穫

〒948－01　新潟県中魚沼郡川西町大字水口沢12番地TELO257－68－3111FAXO257－68－3828
発行　町長南雲春雄　　編集　総務課文書広報係　印刷白南風社　（毎月10日発行）づ



談
豫
、

♂
♂

　
灘
潤
瀧
難
霞
鎌
籏
始
謙
繊
懸
第
叢
團

p
翔
簸
購
議
畿
難
糊
黛
灘
棄
麟
程
瀞
盤
禦

懸
麟
篠
総
羅
醸
議
醗
灘
瀟

　
講
難
図
ぽ
．
織
蕪
総
漢
蓬
欝
灘
総
薄

…
嚢
．
織
心
般
難
鶴
瀞
灘
噸
灘
叢
態
、
懸
設

繋
糊
灘
礫
瀞
辮
警
纐
織
穫
萎
鐵
嚢
縷
懸

議
懸
義
謙
欝
難
ゆ
、
、

　
羅
繋
醐
團
鱗
は
．
譲
磯
裁
灘
度
翔
爾

鰹
㎜
殻
饗
議
歳
灘
歳
鋤
灘
算
ぽ
瀞
叢
鱗

鰺
欝
翻
鐵
鎌
織
、
織
歳
鋤
灘
灘
鯵
辮
遜
講

薬
嚢
議
灘
雛
馨
灘
鍵
鯵
諜
彰
灘
。

　
難
繊
灘
圓
礒
ぽ
．
辮
鐵
鱒
欝
繊
獺
襲
灘

灘
礒
継
議
灘
襲
鱗
懇
難
灘
講
識
棄
綱

織
翔
藪
懸
難
政
議
続
繋
糊
臨
と
辮
翔
灘

懸
購
灘
機
関
譲
撮
繋
例
⑳
㎜
部
懇
醗
、
嚢

嚢
鐵
驚
綱
鎌
醸
鎌
叢
繰
㈱
繋
獺
難
部
醗

羅
簸
源
繋
鰹
灘
鰻
霧
灘
懸
灘
、
籍
議
桑

翻
鱗
灘
鷲
鰭
隣
猿
擢
進
鷺
闘
嚢
蕎
桑
捌
穏

纈
縷
難
簸
灘
惑
織
縷
毯
灘
．

　
雛
騰
、
簗
議
難
鑛
癒
”
繍
瀬
鰐
心
般
讐

灘
撫
懇
雛
鑛
猟
第
鰻
閏
灘
澱
欝
鶏
瀬
欝

獺
難
灘
犠
蕪
隣
欝
翻
嚢
議
補
叢
雛
算

　
熱
第
鑑
鞍
欄
ぽ
鎌
鯛
櫛
顯
欝
翻
嚢
欝
蒲

獲
暴
欝
藻
療
雛
鰹
お
璽
講
灘
慧
義
叢
し

蓬
纏
p
、
続
蕪
慾
、
圃
建
繋
…
澄
議
繍
響
懇
婁
灘

糞
嚢
、
鍛
繕
数
藤
繕
懸
慧
ん
燃
沸
叢
・
翻

歳
強
叢
選
獲
藏
る
滋
畿
縫
醐
慧
し
、

鴇
盤
逡
、
讐
灘
描
瀬
雛
叢
灘
鯛
騰
誉
雛
め

濤
慧
鑓
、
書
し
ぽ
塗
瓢
繰
⑳
慧
驚
、
書
縫
鐡

馨
羅
淡
。
灘
灘
勝
溺
委
鍛
会
の
設
羅
髪

淡
め
諜
毯
だ
。

（
⑪
は
嚢
鍛
難
・
◎
は
翻
嚢
員
鑓
、
順

辮
岡
・
敬
灘
騒

◆
鋸
欝
轍
資
源
綴
策
麟
翻
委
鐵
饗

＠
金
畢

　
瀬
圏
墨
灘
獺
灘

澄
欝
　
○
畜
榮
　
嚢
嚢

禎
一

、
購
炎

　
糞

幾
幽
盤
信

盤
麟
憲
心

羽
鳥
灘
炎

◆
都
霧
欝
籔
講
鑛
犠
鍵
萎
欝
織
饗

＠
罷
灘
轡
海
灘
灘
清
辮

曇
男
　
◎
赫
越
　
勝
藏

　
薄
霧
叢
　
進

溝
氷
難
桟
懸

薦
橋
薬
　

燕
朗
犠
灘

◆
議
灘
霧
鷹
報
難
翻
萎
懲
鍛
糞

＠
蓋
赫
　
㎝
購
炎
　
麟
繍
皿
灘
　
　
嚢

　
溝
雛
叢
織
繋
　
　
欝
園
　
禎
　

灘
越
，
　
　
　
奮
驚
澄
欝

趨睡贅難燕謙灘瀧蕪轍・謹蕪嚢漢算

　
　
行
政
手
続
条
糊
碓
説
瞬
、

欄
麟
蟻
滋

　
懸
灘
を
糞
羅
・
透
鯛
な
譲
続
き
縫
雛
鍛
饗
進
纐
愚
蓬
叢
嬢

今
琢
強
く
諜
め
ら
耗
驚
お
璽
、
織
鱒
灘
幽
、
簸
懇
懸
難
灘
．

懸
政
櫓
導
幾
讐
鰯
難
歯
羅
関
雛
る
蒙
続
き
難
関
鍵
叢
遇
繋
愚

事
藻
誉
叢
め
、
癒
灘
運
鴬
篠
お
鍵
る
灘
癒
鋤
確
撮
懇
透
鯛
難

の
陶
蓋
癒
図
璽
、
町
援
の
権
翻
測
益
羅
撮
護
薩
灘
鎌
欝
轟
鯵
、

癒
欝
鱒
と
し
饗
設
懸
臓
慈
轟
諜
嚢
灘
．

禦
イ
ン
垂

韮
　
鱒
講
雄
灘
し
懇
懇
難
・
透
期
襲
縫
難
磯
磯
礫
謹
灘
纐
懇

　
お
嚇
、
爾
講
雌
灘
認
難
懇
馨
㈱
饗
鐵
織
謹
総
鯵
懇
鱒
懸
瀞

　
馨
簸
覇
翻
懸
雛
る
蓬
め
⑳
凝
蕪
㈱
難
灘
懇
建
纐
．
灘
騰
馨
、

　
諜
蝶
。
顯
講
響
縫
灘
鯵
鞍
密
獲
膨
懸
羅
懸
懸
馨
鵬
鐵
驚
繋
、

　
　
議
羅
．
繭
講
瀬
檬
襲
懸
藤
懇
騰
饗
嚢
猫
標
難
磁
懇
辮
㈱

　
謹
叢
幽
灘
礁
膨
．
審
嚢
講
繋
鱒
籏
置
鞭
襲
難
⑳
遙
…
滞
懇
緋

　
除
繋
蕎
漣
め
、
爾
講
瀞
翻
讐
叢
羅
謹
懸
ぽ
．
遅
滞
饗
蒙
懇

嚢
懇
開
難
嚢
る
畿
鱗
建
瀬
懸
鱒
諜
繋
。
、
≡
・

2
蒸
灘
叢
難
灘
の
饗
蕎
、
麟
騰
欝
権
鱗
嚇
懇
灘
欝
繋
蓬
驚
灘

　
の
繋
難
爾
叢
鵜
巻
建
め
、
曇
驚
嚢
る
雛
籔
欝
灘
慰
聯
叢
蕪
、

　
　
諜
灘
．
難
灘
の
麟
灘
饗
義
楼
灘
礒
、
お
薦
瀞
鑑
纐
難
舗

　
欝
、
蕪
賜
謬
癒
縫
錨
繋
る
機
綾
癒
難
難
る
灘
鯛
繋
続
き
慈

　
識
鯵
、
資
機
又
は
雛
難
懸
奪
蒙
廼
灘
馨
叢
癒
錺
繕
鷹
は
、

　
鱒
照
鷺
漢
壌
盤
張
、
嚢
護
繋
る
機
嚢
馨
懸
灘
覇
購
灘
ぽ
融

　
難
灘
の
理
麟
灘
嶽
葛
購
震
懸
謹
藏
蕎
業
書
懇
叢
鱒
購
繋
懇
、

　
霧
め
る
鑓
ど
瀞
懇
き
諜
嚢
。

3
　
糠
灘
糟
灘
懸
欝
漆
場
灘
楼
ぽ
、
雛
獺
癒
、
騰
鑓
葱
馨
難
醸

　
と
欝
楚
雛
剥
、
蓋
鞍
鍛
壌
級
鱒
馨
禁
叢
態
饗
騰
謙
繊
、
、
、

　
　
諜
灘
　
購
講
の
取
璽
雛
ぽ
黛
諜
認
羅
難
鰹
醗
灘
購
縫
漢

る
欝
灘
撫
灘
懇
蝶
蕎
鍛
羅
隷
、
鱗
講
難
磯
耀
測
鱒
翻
騨

　
鎌
、
地
蕪
馨
測
駕
し
灘
欝
縷
懸
議
愚
畿
難
懇
、
蓬
謹
雛
禁
鑑

　
し
鷺
い
る
ほ
か
激
惹
の
趣
鴇
種
欝
鞭
鐵
蕪
灘
懇
賜
確
騰
・

　
し
、
鱗
め
儲
癒
じ
鷲
欝
面
饗
炎
灘
．
鐵
案
礫
癒
馨
懸
　
繕

　
政
櫓
導
縫
関
す
る
摺
録
誉
鑑
め
灘
蓑
嚢
獄
莚
謹
謹
膨
懇
聯
、

　
蒙
欝
。

皿

ly

㎜
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
期
分
）

　
本
紙
七
月
号
で
平
成
九
年
度
地
域
活
性
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支

援
事
業
（
後
期
分
）
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
二
団
体
か
ら
応
募

が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

番号 申請団体 事業費・場所 内　　　　　　　　容 事業費 補助金額

1

山野田親和会

代表　清水正昭
会員　11人

《事業名》

山野田ふれあい事業

《場所》

山野田地内

《アピール》

1　春の観桜会・納涼会などの独自の催物
　の開催

2　町内行事参加への規模の拡大
《内容》

1　会場用のテント1張
2　照明装置の購入
3　催事用ユニフォームの購入

　千円

264

　千円

133

2

かわにし
　　　地球学舎

代表　松本一仁
会員　15人

《事業名》

地球環境講演会開催

《場所》

川西中学校体育館

《アピール》

1　地球環境の悪化が深刻な間題になって
　いる中、今回この間題についてのトップ
　クラスの講師を招き、講演会を開催する。
《内容》

講演会の開催（講師：ネットワーク「地球
　　　　　　　村」代表　高木善之）

　期　日　10月8日　PM6：30～
　場　所　川西中体育館
　入場料　大人・500円　　中高生・無料

285 111
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低利な融資制度、有利な補助金制度

応援します雪に強い家づくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11月28日までに連絡ください

までにご連絡ください。これは、来年度制度利用予定者の数を
把握するためのものです。

　なお、3月10日号「広報かわにし」に掲載のとおり、平成10
年度より落雪式、落雪式高床式併用の住宅については、補助対
象とはなりませんのでご注意ください。また、克雪住宅の建築、

屋根改良計画がありましたら、いつでもご相談ください。
〈連絡先＞

　建設課都市計画係　a68－3111（内線323）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屋根の雪おろしの開放は、雪国で住む者に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とっては大変大きなメリットです

◎融資制度最高500万円（300万円）利率は2．0％（5．0％）

区　分
融　　　　　資　　　　　対　　　　　　象
対　　　　　　象　　　　　　経　　　　　　費 融　　資　　額 融資利率 融資期間

平年雪に対して屋根の上で融雪できる施設を備えた建物の新 融資対象経費の50万

融雪式
築・増築・改築、又は屋根部分の改良融雪施設の設置に要する
経費。ただし、地下水の開放利用を伴うものは除く。

円以上500万円以内と
する。

年2．0％

（融資額は10万円単位）

屋根の構造、勾配等により人力によらずに落雪する建物の新
築、増築、改築又は屋根部分の改良、施設の設置に要する経費
で、次の各号のすべてに該当するもの。
（1）階高（床下部分の構造が非木造で、その部分に居住室がな

落雪式

　いもの）が1．5m以上あること。

（2）屋根勾配が概ね25度以上で、金属板等滑雪能力のある材料
　を使用したもの。但し、特に滑雪能力がある材料を使用する
　場合の屋根勾配はこの限りでない。
（3）落雪側の外壁から、隔地境界線までの距離を軒高の70％以

　融資対象経費の80％
以内で50万円以上300
万円以内とする。

（融資額は10万円単位）

年5．0％ 15年以内

上確保すること。但し、屋根形状により落雪が隣地に影響を
及ぽさないと認められる部分についてはこの限りでない。
（4）外壁から道路及び河川境界線等までの距離を2．5m以上確保
すること。

3．Om以上の積雪荷重にも安全であることが構造計算等で確認 融資対象経費の80％

耐雪式
でき、かつ雪ぴ対策を講じた2階建以上の建物、及び平屋建で
5台以上収容可能な共同車庫の新築・増築・改築に要する経費。

以内で50万円以上500
万円以内とする。

年2．0％

ただし、アーチ型に類するものは除く。 （融資額は10万円単位）

※　融雪構造家屋の新増改築の場合　屋根面積

※落雪式家屋の新増改築の場合　床面積

66㎡以下　（融資限度額300万円）66㎡超～100㎡以下（融資限度額400万円）
100㎡超　　（融資限度額500万円）

100m2以下（融資限度額200万円）100㎡超（融資限度額300万円）

◎補助金制度最高限度は融雪式・耐雪式44万円
克雪住宅の種類 要　　　　　　　　　　　　　　件

融　　　雪　　　式

　熱エネルギー（電気、ガス、灯油等〉又は地下水等の利用により屋根融雪できる施設（構
造）の住宅の新築、増築、改築及び改良。ただし、地下水かん養施設を設置した以外の地下
水等の開放利用のものは除く。

耐　　　雪　　　式
3．Omの積雪荷重（1㎡当たり900kg）に対し、安全であることが構造計算等により確認で
き、かつ雪ぴ対策を講じた住宅の新築、増築及び改築。

　※平成9年度分の融資制度、補助金制度の申し込みは、10月末日をもって締め切らせていただきます

　　ので、まだ申し込みをされていない方は、お急ぎください。

③9．10．10
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収
す
る
こ
と
の
で
き
る

「
自
主
財
源
」
と
、
国
県
支
出
金
、
地

方
交
付
税
、
地
方
譲
与
税
、
地
方
債
の

よ
う
に
、
国
や
県
か
ら
定
め
ら
れ
た
額

を
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て
ら
れ
た

り
す
る
「
依
存
財
源
」
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
の
歳
入
構
造
は
、
依
存
財
源
の
割

合
が
高
く
、
八
年
度
決
算
は
七
年
度
よ

り
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
増
え
て
七
四
・

八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
自
主
財
源
率

は
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
大
き
く
割
り
込

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
歳
出
の
う
ち
、
主
な
建
設
事
業
と
し

て
は
、
ナ
カ
ゴ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ゴ
ル
フ
場

造
成
工
事
や
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
建
設

工
事
、
千
手
地
区
の
特
定
環
境
保
全
公

共
下
水
道
事
業
（
繰
出
金
）
、
仙
田
・

三
箇
地
区
の
農
業
集
落
排
水
事
業
（
繰

出
金
）
、
道
路
の
改
良
舗
装
工
事
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
事
務
を
進
め
る
た
め
の

経
常
的
な
経
費
の
ほ
か
、
町
民
の
健
康

保
持
の
た
め
の
各
種
検
診
の
充
実
、
高

齢
化
に
対
応
す
る
た
め
の
各
種
福
祉
事

業
、
生
涯
学
習
の
推
進
、
農
業
振
興
策

歳入
利子割交付金0．2％

簸

な
ど
、
目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
に
も
、

み
な
さ
ん
の
大
切
な
お
金
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
難
灘
麟
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産

諸収入2．9％

分担金

　及び負担金1．8％

繰入金0．9％

使用料

　及び手数料0．7％

簗獲爆騰

　　　歳入合計
町債粛　588，323万円
17・3％謬

　　参　　　々8％、
財産収入0．4％

健康であることは何よりの財

です

自動車取得税交付金0．8％

　　　地方譲与税1．7％

国庫支出金

、6．7％

金出
％
支
」
県
8

寄附金等0．1％

地方交付税

　39．4％

　　　　　総額56億2，690万円はこのように使われました

農林水産業費lL8％　　　民　生　費12．5％　　　　　　土　木　費15．9％　　　　総　務　費2L2％

6億6，645万円　　　　　　　7億658万円　　　　　　　　　8億9，722万円　　　　　　“億9，185万円

災署復旧費　6．8％
　　　　ゆ3億8，3即万円

衛生費5．6％
3億1，368万円

消防費3．5％
1億9，633万円

商　工　費　2．9％

1億6，322万円

繍灘

9．10．10④



特別会計決算

国　　民

健康保険

歳入 5億4，236万　円

歳出 5億　208万5干円

国民健康
保険診療所

歳入 2億5，838万4干円

歳出 2億5，373万4干円

老人保健

歳入 9億　326万8干円

歳出 8億9，989万1干円

簡易水道

事　　業

歳入 1，708万　円

歳出 1，681万7干円

農村集落

排水事業

歳入 7億1，187万4干円

歳出 7億　869万7干円

下水道
事　　業

歳入 11億1，069万　円

歳出 11億　731万6干円

誌

　騨騨　騨9属鵬灘一
山野田原に建築された特定公共賃貸住宅

6世帯が入居されています

　　　　．・難
　　鐸

⑤9．10．10

お知らせします’

百万円■町民税圏固定資産税醗たばこ税國軽自動車税□その他

　　　年度項目 62 63 元 2 3 4 5 6 7 8
町　民　税 201 210 221 232 223 236 262 235 247 236

固定資産税 321 320 329 351 498 509 509 553 566 556

たばこ税 25 26 24 24 24 24 24 13 24 24

軽自動車税 11 11 12 12 12 12 13 24 14 15

そ　の　他 26 30 10 0 1 0 0 0 3 8

縦
覧
，
．
、
賜

訳
費
断
幽
　
　
　
　
　
費
円
　
響

内
債
楠
　
　
　
会
訪
」

蹴
公
騰
論
鞠
7
㎜
｛

歳

繍
鹸
灘
．
蠣
藻
翻



㎜
・
　
　
　
窓

寧
脚

▲関係者によるテープカット

▼整備された入り口階段と「いわれ」の看板

　
　
　
　
　
り
ゅ
う
め

　
　
　
「
竜
馬
の
里
」

　
旧
水
口
沢
村
の
鎮
守
・
羽
黒
神
社
の

跡
が
「
竜
馬
の
里
」
と
名
付
け
ら
れ
て

保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
整
備
が
終

り
、
そ
の
し
ゅ
ん
工
式
が
九
月
二
十
三

日
同
神
社
境
内
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
大
字
水
口
沢
（
総
代
石
沢

実
さ
ん
）
が
地
域
ぐ
る
み
で
羽
黒
神
社

跡
を
保
存
し
よ
う
と
境
内
な
ど
を
整
備

し
、
階
段
入
り
口
に
竜
馬
の
「
い
わ
れ
」

を
書
い
た
看
板
を
設
置
。
長
い
問
語
り

継
が
れ
て
き
た
名
馬
を
誇
り
に
し
、
郷

土
の
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
実

施
に
踏
み
切
っ
た
も
の
。

（
以
下
、
竜
馬
伝
説
を
保
存
会
が
記
し

た
文
面
よ
り
引
用
）

　
い
つ
の
こ
ろ
か
、
水
口
沢
村
の
太
田

吉
左
衛
門
が
馬
を
引
い
て
山
へ
草
刈
り

に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
突
然
大
豪
雨
の
襲

来
に
あ
っ
た
。
一
天
さ
な
が
ら
墨
を
流

が
誕
生

し
た
如
く
、
電
光
は
草
木
も
焼
き
尽
く

す
如
く
、
瀧
の
如
き
雨
は
も
の
す
ご
い

風
の
問
に
間
に
左
右
に
荒
れ
狂
い
、
吉

左
衛
門
は
失
神
し
て
し
ま
っ
た
。

　
す
さ

　
凄
ま
じ
い
一
時
が
過
ぎ
て
、
吉
左
衛

門
も
息
を
ふ
き
か
え
し
た
。
そ
の
後
馬

の
様
子
が
次
第
に
変
わ
り
、
や
が
て
見

事
な
子
馬
を
出
産
し
た
。
成
長
す
る
に

つ
れ
、
そ
の
駿
馬
ぶ
り
が
近
郷
の
評
判

と
な
り
、
雨
の
中
で
天
か
ら
降
り
て
来

た
竜
が
授
け
た
馬
だ
と
い
わ
れ
て
、
人

々
は
竜
馬
と
呼
ん
だ
。

　
名
馬
の
噂
さ
を
聞
い
た
上
杉
謙
信
が

引
き
と
っ
て
乗
馬
に
し
、
川
中
島
の
合

戦
（
永
禄
四
年
晒
一
五
六
一
年
）
に
出

撃
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
千
手
の
馬
市
は
寛
永
十
五
年
（
一
六

三
八
年
）
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
開
か

れ
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

購1

馬
場
さ
ん
が

　
　
　
　
　
　
「
さ
わ
や
か
ト
ー
ク
」
で
知
事
に
問
う

麹翻
　平山県知事

　
九
月
二
日
、
十
日
町
市
の
ク
ロ
ス
m

を
会
場
に
、
　
「
知
事
と
の
さ
わ
や
か
ト

ー
ク
」
が
開
催
さ
れ
、
郡
市
四
市
町
村

か
ら
五
百
人
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
県
民
参
加
型
の
県
政
実

現
の
た
め
、
知
事
が
地
域
に
出
向
い
て
、

そ
の
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
各
界
各
層

の
県
民
か
ら
直
接
意
見
・
提
言
を
聴
き
、

　　　　　　翻　　　　　顛織騒　　　　議　　　灘　靴饗
馨多　　、，1％　驚騨

犬
や
猫
た
ち
と
、
ひ
と
と
き
を

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た

県
政
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
も
の
。

　
町
か
ら
は
、
馬
場
繁
信
さ
ん
（
中
央

町
・
4
8
歳
）
が
二
項
目
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

　
「
過
疎
化
や
少
子
化
に
よ
り
、
小
学

校
現
行
の
一
ク
ラ
ス
四
十
人
体
制
を
引

き
下
げ
ら
れ
な
い
か
」
と
い
う
要
望
に

対
し
、
「
学
級
の
編
成
は
国
の
基
準
で

実
施
し
て
い
る
。
学
級
の
増
は
人
件
費

に
つ
な
が
り
、
県
単
独
で
は
負
担
が
多

す
ぎ
て
実
施
で
き
な
い
。
国
の
路
線
に

県
が
乗
っ
て
い
く
こ
と
し
か
考
え
ら
れ

な
い
」
と
し
、
基
準
を
引
き
下
げ
る
考

え
の
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
現

行
の
災
害
補
償
制
度
の
充
実
を
求
め
た

要
望
に
対
し
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

自
主
活
動
の
中
で
進
め
て
い
き
た
い
と

し
な
が
ら
も
、
検
討
の
余
地
を
残
し
た
・

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

知
事
に
要
望
す
る
馬
場
さ
ん

い
ろ
ん
な
催
し
を
通
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動
物
と
ふ
れ
あ
う

　
九
月
二
十
一
日
、
川
西
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
，
97
動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、

動
物
愛
護
協
会
十
日
町
支
部
（
羽
鳥
宏

史
支
部
長
）
の
主
催
で
開
か
れ
た
も
の

で
、
十
日
町
・
六
日
町
・
小
出
の
各
保

健
所
管
内
の
市
町
村
か
ら
、
お
よ
そ
四

百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
南
雲
町
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
次
に
上
野
小
学
校
六
年
の
清
水
隆

明
君
と
渡
貫
紀
子
さ
ん
が
動
物
愛
護
を

宣
言
。
十
日
町
・
六
日
町
・
小
出
の
各

支
部
の
動
物
愛
護
功
労
者
や
長
寿
動
物

飼
育
功
労
者
な
ど
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
純
粋
犬
種
の
紹
介
や
警
察

犬
の
模
範
演
技
、
し
つ
け
教
室
、
ゲ
ー

ム
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
、
ポ
ニ
ー
の
乗
馬

体
験
や
ペ
ッ
ト
の
美
容
教
室
、
動
物
と

の
ふ
れ
あ
い
広
場
な
ど
が
設
置
さ
れ
、

参
加
者
は
動
物
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

9．10．10



　　　第1回

、
韮
、

・1謹

十日町市・川西町小学校

　　　　　　擶　　　　　　　　　　　馨
　　　麟㎜”

睡罷　　　　　　　　騨：

　　9月22日、十日町市笹山陸上競技場で、第1回十日町市・川西町

　小学校親善陸上大会が開催されました。昨年まで市・町が別々に実
磁施していた大会を・今年度からは合同で実施することにしました。

　※1位～10位までの上位3位を紹介します。ただし、10位までに町

　　内小学校の入賞者がいた場合、それを含め上位3位を紹介します。

1懸1，一翻、懸謹．，、圃
　
、
1
、1

　顯1罫雛，．

難懸鰯，魏撰、…磯、

　　灘，　難縄，

籔、
　
騰
　
　
　
蹴

　
　
　
　
　
　
鑛
■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲5年男子1，500メートル

　　　　　　　　〔男　　　子〕　　　　　　　i　　　　　　　〔女　　　子〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‡
　5年100メートル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15年100メートル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　①中林将志（東）②田口雄太（中条）③遠田佑太（川治）　1　①田川絵梨（東）②馬場綾子（十日町）③春日　恵（西）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6年同　　　　　　　　　　　　　　　　16年同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　①山田洋平（東）②藤巻　裕（橘）⑦丸山祐樹（橘）　1　①瀧沢文子（東）②金子恵子（東）⑥尾身彩佳（千手）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　5年1500メートル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15年800メートル
　　①丸山　真（橘）⑦藤巻　繁（橘）⑩藤巻直樹（橘）　i　①尾身三奈（真田）②上村留美（鐙島）⑤富井愛子（上野）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　6年同　　　　　　　　　　　　　　　　16年同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　　①阿部由明（中条）②丸山祐樹（橘）③池田　暁（飛一）　1　①江村友美（西）③平野菜菜子（千手）⑧丸山慶子（橘）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　5年走り幅跳び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15年走り幅跳び

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　④平野篤志（千手）⑤樋口俊亮（千手）⑧和久井喬（橘）　1　①駒形侑子（東）②佐藤智美（鐙島）③渡辺明子（橘）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　6年同　　　　　　　　　　　　　　　　16年同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　①金澤星児（水沢）②藤巻　裕（橘）③宮澤正春（水沢）　1　①馬場寛実（吉田）②金子恵子（東）⑧登坂祥子（千手）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　5年走り高跳ぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15年走り高跳び

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　①山家　真（橘）③羽鳥雄祐（橘）⑩片桐哲也（橘）　1　①星名麻衣子（橘）②柄澤菜美江（千手）⑤沢口　瞳（上野）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　6年同　　　　　　　　　　　　　　　　16年同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　①根津賢二（東）②瀧沢雄太（十日町）⑩大久保晶史（橘）1　①古澤みゆき（鐙島）②根津寛美（東）⑧保坂陽未（千手）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5年80メートルハードル　　　　　　　　　　　　　　　　　15年80メートルハードル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　①田口雄太（中条）②小林　淳（川治）⑤太田敏行（千手）　1　①外山静香（川治）②上村絵梨奈（川治）③阿部靖子（十日町）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6年同　　　　　　　　　　　　　　　　16年同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　①水落寿裕（東）②池田宏隆（東）⑤片桐拓哉（橘）　1　⑦尾身彩佳（千手）⑨柄澤直美（千手）⑩小宮山妙（千手）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5年400メートルリレー　　　　　　　　　　　　　　　　　　15年400メートルリレー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　①東　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　①川治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　②西　　　　　　　　　　　　　　　1　②東
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　③橘（和久井喬、藤巻　繁、丸山　真、藤巻直樹）　　　　1　⑥橘　（星名麻衣子、村越麻美、羽鳥真美、渡辺明子）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　6年同　　　　　　　　　　　　　　　　16年同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　①東　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　①十日町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　　②橘　（大久保晶史、藤巻　裕、片桐拓哉、丸山祐樹）　　1　②千手（柄澤直美、高橋恭子、登坂祥子、尾身彩佳）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　③水沢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　③川治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆

⑦9．10．10



敬
老
の
日

干
十
一
人
に
祝
い
品
を
贈
る

老
人
週
間
（
九
月
十
五
日
～
三
十
日
）

に
ち
な
ん
で
、
町
か
ら
は
七
十
五
歳
以

上
の
千
十
一
人
に
、
県
か
ら
は
八
十
八

歳
（
米
寿
）
三
十
九
人
、
百
歳
（
上
寿
）

一
人
と
家
族
に
、
国
か
ら
は
百
歳
一
人

に
敬
老
祝
い
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
八
十
八
歳
の
方
に
は
、
町
長
、
助
役
、

収
入
役
が
各
世
帯
を
訪
問
し
、
直
接
祝

い
品
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
町
で
は
九
十
九
歳
（
臼
寿
）
、

を
迎
え
た
方
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

上
寿
、
米
寿
の
祝
い
を
受
け
た
方
を
紹

介
し
ま
す
。
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◆
上
寿
の
祝

　
北
村
ク
メ
（
山
野
田
）

◆
米
寿
の
祝

　
登
坂
キ
ン
（
中
島
町
）
、
星
野
八
郎

（
発
電
所
通
り
西
）
、
田
中
國
太
郎
（
発

　
電
所
通
り
東
）
、
目
黒
太
一
郎
（
栄南雲町長からお祝い品を受けた渡辺ヨキさん

町
）
、
真
明
キ
ク
エ
（
上
町
）
、

大
井
ミ
ョ
（
中
央
町
）
、
小
林
セ
ッ

（
中
屋
敷
）
、
小
林
サ
ワ
（
中
屋
敷
）
、

小
林
市
四
郎
（
木
島
）
、
小
海
大
成

　
（
寺
尾
）
、
星
名
シ
ウ
（
沖
立
）
、

数
藤
キ
セ
（
沖
立
）
、
星
名
佐
平

　
（
伊
友
）
、
茂
野
シ
ゲ
（
高
原
田
）
、

蔵
品
マ
ス
イ
（
霜
条
）
、
渡
辺
ヨ
キ

　
（
鶴
吉
）
、
丸
山
フ
ジ
（
あ
か
ね
園
）
、

小
川
ソ
カ
（
上
野
）
、
上
村
ハ
ル

　
（
上
野
）
、
金
子
ト
メ
（
元
町
）
、

清
水
耕
平
（
下
平
新
田
）
、
清
水
ハ

ル
（
下
平
新
田
）
、
山
家
誠
二
（
木

落
）
、
田
ロ
サ
ク
（
木
落
）
、
戸
田

千
代
（
仁
田
）
、
佐
藤
ハ
ル
（
野
口
）
、

丸
山
義
雄
（
根
深
）
、
高
橋
ハ
ノ

　
（
中
仙
田
）
、
米
山
一
郎
（
室
島
）
、

川
崎
サ
オ
（
室
島
）
、
斉
木
利
栄

　
（
小
脇
）
、
押
木
二
吉
（
田
戸
）
、大平助役（右）から祝い品を受ける山家誠二さん

水品収入役からお祝い品を受ける

小川ソカさん

　
高
橋
き
つ
（
赤
谷
）
、
小
川
ッ
サ

　
（
赤
谷
）
、
小
川
ノ
ブ
（
岩
瀬
）
、

　
金
子
芳
英
（
岩
瀬
）
、
桐
生
梅
治

　
（
大
臼
倉
）
、
中
村
ミ
ョ
（
大
臼
倉
）
、

　
長
谷
川
嘉
平
治
（
大
臼
倉
）

　
総
務
庁
が
九
月
十
四
、
十
五
日
現
在

の
日
本
の
高
齢
者
人
口
（
推
計
値
）
を

発
表
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
六

十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
は
千
九
百
七
十

三
万
人
で
、
総
人
口
の
一
五
・
六
％
を

占
め
、
過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
県
人
口
に
占
め
る
高
齢
者
人

口
の
割
合
は
一
九
・
五
％
、
当
町
は

二
五
・
六
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水品収入役からお祝い品を受ける

小川ノブさん

平成9年9月15日現在町長寿者番付西川（敬称略）

東 西

氏　　名 住　所 世帯主 生年月日 年令 氏　　名 住所 世帯主 生年月日 年令

平野キイ 上　　町 菊　枝 M29．10．24 100 横　綱 北村クメ 山野田 日出太 M30．4．10 100

星名ハマ 木　　島 得　司 M33．3．5 97 大　関 村山シマ 新町新田 若山昭治 M33．5．12 97

市川　ト　ウ 田中町 信　二 M33．8．13 97 関　脇 丸山タイ 東善寺 富　司 M33．11．20 96

田村トネ あかね園．本　人 M34．3．9 96 小　結 高橋　トシ 木　　島 庄作 M34．3．29 96

数藤寅治 沖　　立 寅夫 M34．4．3 96 前　頭 高橋惣治 室　　島 寅　治 M34．6．5 96
宮　　　ト　ミ 山野田 啓　一 M34．12．18 95 2 南雲ヤス 田中町 善二 M35．7．7 95

田村チヤウ 鶴　　吉 一策 M35．7．23 95 3 押木竹尾 あかね園 本　人 M35．11．28 94

田ロキ　ヨ 木　　落 直正 M36．1．7 94 4 丸山宗太郎 下　　原 本　人 M36．2．26 94

冨井カ　ト 上　　野 宏　行 M36．3．1 94 5 春日フク 伊　　友 好　和 M36．5．25 94

小海ク　ヨ 小根岸 益　男 M36．10．23 93 6 石田コ　ト 小　　脇 太郎松 M36．10．27 93

山田　ヨ　シ あかね園 本　人 M36．12．10 93 7 星名ハル 学校町 美信 M37．1．27 93

星名梅治 下平新田 本　人 M37．2．15 93 8 高橋ヒサ 中仙田 恒　平 M37．3．4 93

相崎テイ 発電所通り西 貞　雄 M37．3．17 93 9 井口定芳 仁　　田 一夫 M37．4．16 93

中村昌平 岩　　瀬 蓉　子 M37．9．10 93 10 宮本貞子 発電所通り東 昌　幸 M37．10．1 92
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心
身
障
害
者
の
方
は
、

　
　
こ
ん
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
②

〔
税
金
の
軽
減
〕

○
所
得
税
、
住
民
税
の
所
得
控
除

　
　
身
体
障
害
者
手
帳
一
～
二
級
、
療

　
育
手
帳
A
所
持
者
は
特
別
障
害
者
控

　
除
、
療
育
手
帳
B
所
持
者
は
、
障
害

　
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
（
所
得
税
窓
口
”
税
務
署
）

　
（
住
民
税
窓
口
一
税
務
署
）

○
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
、
自
動
車

取
得
税
の
減
免

　
　
障
害
者
本
人
又
は
生
計
を
一
に
す

　
る
者
が
所
有
し
、
本
人
が
運
転
す
る

　
場
合
の
ほ
か
、
生
計
を
一
に
す
る
者

　
が
専
ら
本
人
の
た
め
（
通
学
、
通
院

　
な
ど
）
に
利
用
す
る
場
合
に
減
免
さ

　
れ
ま
す
。
（
障
害
種
別
、
等
級
制
限
あ

り
）

　
（
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
窓
口

　
　
”
税
務
署
）

　
（
軽
自
動
車
税
窓
口
”
税
務
課
）

○
千
手
温
泉
の
入
湯
税
免
除

　
　
身
体
障
害
者
手
帳
一
～
三
級
及
び

　
療
育
手
帳
A
所
持
者
は
、
　
「
千
手
温

　
泉
入
湯
税
免
除
申
請
書
」
の
交
付
を

　
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
入
湯
税
が
免

　
除
さ
れ
ま
す
。

　
（
入
湯
税
窓
口
閥
税
務
課
）

〔
旅
客
運
賃
の
割
引
〕

O
J
R

　
　
第
一
種
心
身
障
害
者
は
、
本
人
が

　
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
利
用
す

　
る
場
合
の
ほ
か
、
介
護
者
と
と
も
に

　
利
用
す
る
場
合
に
普
通
乗
車
券
が
五

　
割
引
き
に
な
り
ま
す
。
第
二
種
心
身

　
障
害
者
は
、
本
人
が
百
キ
ロ
メ
ー
ト

　
ル
を
超
え
て
利
用
す
る
場
合
の
み
五

　
割
引
き
に
な
り
ま
す
。

　
（
窓
口
H
J
R
駅
）

○
バ
ス

　
　
身
体
障
害
者
手
帳
及
び
療
育
手
帳

　
所
持
者
は
普
通
乗
車
券
が
五
割
引
き
、

　
定
期
券
が
三
割
引
き
に
な
り
ま
す
。

　
（
窓
口
”
バ
ス
会
社
）

○
有
料
道
路

　
　
身
体
障
害
者
本
人
が
運
転
す
る
場

　
合
の
ほ
か
、
重
度
心
身
障
害
者
に
つ

　
い
て
は
、
そ
の
介
護
者
が
運
転
す
る

　
場
合
に
お
い
て
料
金
が
五
割
引
き
に

　
な
り
ま
す
。
　
（
住
民
課
社
会
福
祉
係

　
で
割
引
証
を
交
付
）

○
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
料
助
成
制
度

　
　
身
体
障
害
者
手
帳
一
～
三
級
（
三

　
級
は
下
肢
、
体
幹
障
害
の
み
）
及
び

　
療
育
手
帳
A
に
対
し
て
、
小
型
（
福

　
祉
）
タ
ク
シ
ー
基
本
料
金
（
走
車
料

　
金
を
含
む
）
が
割
引
と
な
る
利
用
券

　
を
年
間
十
二
枚
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、

　
身
体
障
害
者
手
帳
及
び
療
育
手
帳
所

　
持
者
に
は
、
料
金
が
一
割
引
き
に
な

　
る
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

〔
そ
の
他
の
制
度
〕
は
次
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
そ
れ
ぞ
れ
窓
口
又

　
は
、
役
場
住
民
課
社
会
福
祉
係
（
智

　
6
8
1
3
1
1
1
・
内
線
2
0
5
）
へ
。

「
心
の
健
康
講
座
」
開
催

●
日
時
・
会
場

　
1
0
月
1
4
日
㈹
保
健
セ
ン
タ
ー
4
階

　
　
　
　
　
　
午
後
2
時
3
0
分
～
4
時

　
1
0
月
2
4
日
働

　
　
上
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
午
後
2
時
～
3
時
3
0
分

●
内
容
　
講
話
「
老
年
期
の
う
つ
病

　
　
　
　
　
　
　
痴
ほ
う
に
つ
い
て
」

●
講
師

　
　
厚
生
連
中
条
病
院

　
　
　
精
神
科
医
長
　
須
賀
良
一
先
生

●
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
課
保
健
係
　
暦
6

8
1
3
1
1
1

＊
参
加
希
望
の
方
は
、
当
日
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▲9／6～7千手まつり。山野田町内

　会では新しいおみこしを作りました

錨

覆

▲9／17郡市交通安全ゲートボール大会

▲9／28町秋季消防演習で、県大会に

　出場した成果を披露する沖立チーム

▲9／30千手温泉で行われた高齢者

　交通安全のつどい

町道に植栽した花が彩る
懸

　町道新町新田中学校線の上野地内およそ250メートルに植栽した場所が

「彩りの散歩道」と名付けられ、咲く花が通る人たちの目を楽しませて

います。

　これは、去る六月に上野青年会が中心になって、地域住民や他地域の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わい
地域づくりグループに呼び掛けて整備したもので、8～9月には綾性コ

スモス、10月にはヤナギバヒマワリが見られます。一度お立ち寄りくだ

さい。

散
歩
の
途
中
、
足
を
止
め
て

コ
ス
モ
ス
の
花
を
見
つ
め
る

光
景
が
よ
く
見
ら
れ
ま
し
た

⑨9．10．10
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、▲

鴨『

恰⑲診

“

且
▼
1
日
の
催
し
舎
・

会
場
　
川
西
中
学
校

◆
農
業
感
謝
祭

　
　
午
前
1
0
時
～
n
時

◆
ピ
ア
ノ
お
披
露
目

　
（
ゆ
ー
ゆ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
）

　
　
午
後
－
時
～
3
時

◆
映
画
上
映

　
　
午
後
5
時
3
0
分
～
7
時
3
0
分

◆
屋
台
村
開
店

　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
6
時

会
場
　
総
合
体
育
館

◆
町
民
文
化
祭

◆
川
西
町
美
術
展

◆
ビ
デ
オ
上
映

◆
か
わ
に
し
い
い
と
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
午
前
9
時
～
午
後
8
時

且
▼
2
日
の
催
し
▲
T

会
場
　
川
西
中
学
校

◆
大
な
わ
と
び
大
会

　
　
午
前
9
時
～
1
1
時

◆
唄
と
お
ど
り
の
祭
典

　
　
正
午
～
午
後
4
時

（
芸
能
大
会
）

去
年
実
施
さ
れ
た

「
夢
き
ゃ
ら
ば
ん
」

公
演
の
　
コ
マ

◆
ミ
ニ
四
駆
大
会

　
　
午
前
1
0
時
～
正
午

◆
屋
台
村
開
店

　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

会
場
　
総
合
体
育
館

◆
町
民
文
化
祭

◆
川
西
町
美
術
展

◆
ビ
デ
オ
上
映

◆
か
わ
に
し
い
い
と
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

・
号
3
日
の
催
し
▲
T

会
場
　
総
合
体
育
館

◆
夢
き
ゃ
ら
ば
ん
公
演

　
　
午
後
5
時
3
0
分
～
7
時

水
槽
付
き
消
防
ポ
ン
プ
車

　
　
㈹
日
本
損
害
保
険
協
会
が
寄
贈

　
九
月
八
日
、
㈹
日
本
損
害
保
険
協
会

（
小
野
田
隆
会
長
）
か
ら
十
日
町
地
域

広
域
事
務
組
合
（
村
山
悦
司
消
防
長
）

に
、
水
槽
付
き
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
一

台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
損
害
保
険
業
界
で
は
、
同
損
保
協
会

を
通
じ
て
、
災
害
や
事
故
の
防
止
・
軽

減
に
貢
献
す
る
た
め
各
種
の
防
災
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
消
防
自
動
車
寄

贈
も
昭
和
二
十
七
年
か
ら
毎
年
実
施
し

て
お
り
、
平
成
八
年
度
末
で
二
千
二
百

台
が
全
国
の
地
方
自
治
体
に
贈
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
今
回
寄
贈
さ
れ
た
消
防
自
動
車
は
、

全
国
で
二
千
二
百
二
十
八
台
目
、
新
潟

県
下
で
百
二
台
目
と
な
り
、
十
日
町
地

域
広
域
事
務
組
合
へ
の
寄
贈
は
昭
和
四

十
六
年
、
五
十
五
年
に
次
い
で
三
台
目

と
な
り
ま
す
。

　
寄
贈
さ
れ
た
消
防
自
動
車
は
「
火
災

保
険
号
十
日
町
」
と
命
名
さ
れ
、
国
の

最
高
基
準
で
あ
る
A
1
1
級
の
ポ
ン
プ

の
性
能
、
毎
分
三
千
リ
ッ
ト
ル
の
放
水

能
力
を
持
ち
、
千
七
百
リ
ッ
ト
ル
の
貯

水
槽
、
油
火
災
用
消
化
機
材
（
空
気
泡

原
液
百
リ
ッ
ト
ル
・
粉
末
消
火
器
三
個

な
ど
）
を
備
え
た
二
台
目
の
水
槽
付
き

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
で
、
森
林
火
災
な

ど
の
初
期
消
火
な
ど
に
威
力
を
発
揮
す

る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
体
価
格

は
千
八
百
万
円
、
各
種
装
備
付
き
で
、

約
二
千
万
円
以
上
の
寄
贈
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
日
の
受
納
式
で
、
村
山
消
防
長

は
「
山
林
火
災
な
ど
の
水
源
を
見
つ
け

る
の
が
大
変
な
火
災
に
威
力
を
発
揮
す

る
」
と
感
謝
の
意
を
表
し
て
い
ま
し
た
。

　
同
本
部
で
は
、
旧
式
消
防
車
を
廃
棄

し
、
こ
の
最
新
鋭
消
防
車
と
交
換
す
る

考
え
で
、
と
り
あ
え
ず
南
分
署
に
配
置

し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
十
日

町
消
防
本
部
管
内
の
六
市
町
村
で
は
、

は
し
ご
車
、
科
学
消
防
車
、
ポ
ン
プ
車
、

救
助
工
作
車
、
普
通
消
防
車
な
ど
、
消

防
車
十
二
台
、
救
急
車
六
台
が
配
車
さ

れ
て
い
ま
す
。

麟

寄
贈
さ
れ
た
「
火
災
保
険
十
日
町
号
」
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川
西
町
へ
の
歩
み
⑳

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

大
貝
を
上
小
国
村
へ

　
有
史
以
来
、
仙
田
郷
十
五
ヵ
村
の
構

成
村
と
し
て
生
活
を
共
に
し
て
き
た
大

貝
が
、
郡
境
を
越
え
て
刈
羽
郡
上
小
国

村
に
分
村
合
併
し
た
の
は
昭
和
二
十
七

年
七
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
貝
は
昔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
の
き

栄
え
た
仙
田
街
道
の
大
沢
榎
峠
付
近
を

発
祥
地
と
す
る
が
、
こ
の
集
落
は
渋
海

川
の
瀬
替
え
に
と
も
な
い
、
河
床
が
沈

下
し
て
耕
地
も
遠
く
な
る
こ
と
か
ら
流

域
の
山
麓
に
三
回
も
降
り
て
転
住
し
、

そ
の
度
に
仙
田
本
村
か
ら
離
れ
て
、
渋

海
川
を
隔
て
た
刈
羽
郡
上
小
国
村
の
三

桶
集
落
に
隣
接
し
て
い
っ
た
。

　
こ
の
た
め
、
不
便
な
現
状
と
将
来
の

広
域
的
な
生
活
を
考
え
た
集
落
民
が
分

村
を
決
意
し
、
村
当
局
に
申
し
入
れ
、

話
が
円
満
に
ま
と
ま
っ
て
上
小
国
村
に

編
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

町
村
合
併
に
弾
み

　
明
治
か
ら
大
正
へ
と
進
め
ら
れ
た
町

村
合
併
は
、
昭
和
に
入
る
と
高
ま
る
軍

靴
の
足
音
に
鳴
り
を
潜
め
た
か
に
思
え

た
。
そ
れ
が
再
び
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
戦
後
の
昭
和
二
十
七
年
ご

ろ
か
ら
で
、
川
西
郷
六
ヵ
町
村
（
千
手

町
、
上
野
村
、
橘
村
、
真
人
村
、
仙
田

村
、
吉
田
村
）
の
合
併
は
、
県
と
町
村

の
中
間
行
政
機
関
で
あ
る
中
魚
沼
地
方

事
務
所
の
主
導
で
推
進
さ
れ
た
。

　
地
方
自
治
法
が
施
行
（
昭
和
二
十
二

年
）
さ
れ
る
と
町
村
の
自
治
権
限
は
大

幅
に
強
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
規
模
は
明

治
・
大
正
期
に
合
併
し
た
ま
ま
の
姿
で
、

新
制
中
学
校
舎
の
建
設
や
行
政
事
務
量

の
増
加
が
財
政
を
圧
迫
し
、
財
源
の
と

ぽ
し
い
小
さ
な
町
村
は
こ
れ
ら
の
負
担

に
耐
え
き
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
実
態
か
ら
、
国
は
昭
和
二

十
八
年
に
議
員
立
法
で
町
村
合
併
促
進

法
を
施
行
し
た
。
こ
の
法
の
具
体
的
な

　
　
　
お
お
む

目
標
は
、
概
ね
四
ヵ
町
村
て
い
ど
を
合

併
す
る
か
、
ま
た
は
小
町
村
を
隣
接
の

市
に
吸
収
合
併
さ
せ
る
こ
と
で
現
行
の

町
村
数
を
三
分
の
一
て
い
ど
に
減
少
し

大
規
模
町
村
に
し
て
自
治
能
力
を
高
め

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
お
り
に
、
仙
田
村
が
法

の
施
行
に
先
だ
っ
て
大
貝
の
分
村
を
承

認
し
た
意
義
は
大
き
く
、
上
小
国
村
へ

の
分
離
は
国
県
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ

て
以
後
の
合
併
に
弾
み
を
つ
け
る
こ
と

に
な
っ
た
。

分
村
の
理
由
書

　
大
貝
（
三
六
世
帯
、
二
二
〇
人
）
は

役
場
の
所
在
地
で
あ
る
中
仙
田
ま
で
約

一
ニ
キ
、
ロ
メ
ー
ト
ル
、
越
境
し
て
刈
羽

郡
上
小
国
村
役
場
ま
で
は
そ
の
三
分
の

一
の
四
キ
ロ
で
し
か
な
く
、
す
べ
て
の

面
で
上
小
国
村
に
依
存
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
両
村
議
会
は
こ
の
分
村
に
満
場

一
致
で
異
議
は
な
く
、
七
月
一
日
か
ら

施
行
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
申
請
の
際

に
更
正
図
の
地
番
に
見
誤
り
が
発
見
さ

れ
て
再
度
の
申
請
が
な
さ
れ
、
六
ヵ
月

後
の
二
十
七
年
十
二
月
一
日
か
ら
改
め

て
施
行
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

　
仙
田
村
と
上
小
国
村
の
境
界
を
変
更

す
る
理
由
書
（
新
潟
県
市
町
村
合
併
誌
）

に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
第
一
次
の
理
由
書

　
ω
刈
羽
郡
上
小
国
村
に
編
入
せ
ん
と

す
る
中
魚
沼
郡
仙
田
村
大
貝
集
落
は
上

小
国
村
の
南
端
に
位
し
、
上
小
国
村
の

小
学
校
が
所
在
す
る
三
桶
へ
の
距
離
は

わ
ず僅
か
に
六
百
米
に
し
か
過
ぎ
ず
、
同
村

　
　
　
　
　
キ
ロ
メ
ワ
ト
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か

役
場
迄
は
約
四
粁
の
距
離
で
あ
る
。
然

る
に
仙
田
村
の
小
学
校
の
存
す
る
小
臼

倉
迄
は
約
二
粁
で
あ
り
、
更
に
役
場
迄

の
距
離
は
約
十
二
粁
で
あ
り
、
こ
の
間

の
道
路
は
冬
季
間
雪
崩
に
よ
っ
て
危
険

の
多
い
道
路
で
も
あ
り
、
行
政
上
の
諸

手
続
等
に
つ
い
て
も
不
便
を
感
ず
る
こ

と
は
甚
大
な
も
の
が
あ
っ
た
。

　
ω
仙
田
村
大
貝
の
児
童
生
徒
は
上
小

国
村
の
小
・
中
学
校
に
通
学
し
、
農
協

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た

組
合
、
青
年
団
等
も
亦
上
小
国
村
に
加

入
し
、
郵
便
物
、
新
聞
等
も
上
小
国
村

よ
り
配
達
さ
れ
、
そ
の
他
生
活
必
需
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
と

の
購
入
、
交
際
関
係
な
ど
殆
ん
ど
総
て

の
日
常
生
活
を
上
小
国
村
に
依
存
し
て

居
る
実
情
で
あ
っ
て
、
上
小
国
村
と
の

関
係
は
非
常
に
密
接
な
も
の
が
あ
る
。

集
落
民
も
、
上
小
国
村
へ
の
編
入
を
多

年
に
亘
り
切
望
し
て
お
っ
た
。

　
　
第
二
次
の
理
由
書

　
中
魚
沼
郡
仙
田
村
字
池
ノ
外
、
明
星

の
一
部
外
十
二
字
の
全
部
を
刈
羽
郡
上

小
国
村
に
編
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

昭
和
二
十
七
年
七
月
一
日
を
も
っ
て
施

　
　
　
　
　
　
し
か

行
と
な
っ
た
。
然
し
な
が
ら
、
此
の
境

界
変
更
の
結
果
中
魚
沼
郡
仙
田
村
字
池

ノ
外
及
び
明
星
の
八
筆
が
刈
羽
郡
上
小

国
地
内
に
飛
地
と
な
り
、
又
刈
羽
郡
上

小
国
村
字
池
ノ
外
の
四
筆
が
中
魚
沼
郡

仙
田
村
地
内
に
飛
地
と
な
っ
た
為
、
行

政
上
種
々
の
不
便
が
あ
る
の
で
境
界
変

更
す
る
も
の
で
あ
る
。

大
貝
こ
ぽ
れ
話

　
上
野
は
元
町
赤
羽
根
の
坂
を
登
り
、

峯
伝
い
に
越
ヶ
沢
の
峠
を
赤
谷
へ
降
り

て
渋
海
川
を
越
え
、
月
沢
か
ら
明
星
を

経
て
鯖
石
片
流
域
の
大
沢
へ
出
た
ル
ー

ト
を
魚
沼
の
人
び
と
は
柏
崎
街
道
と
呼

び
、
逆
に
、
刈
羽
、
柏
崎
に
住
む
人
び

と
は
仙
田
街
道
と
呼
称
し
た
。

　
総
延
長
お
よ
そ
四
・
五
里
（
十
六
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
と
う

ロ
）
の
こ
の
街
道
が
、
昔
、
三
島
（
山

東
、
三
東
と
も
書
い
た
）
通
り
と
か
、

　
　
　
み
　
し
　
ま

ま
た
は
美
之
萬
通
り
と
か
言
わ
れ
た
こ

と
が
あ
る
の
は
、
現
在
の
刈
羽
郡
、
三

島
郡
、
柏
崎
市
を
ま
と
め
て
三
嶋
郡
と

称
し
た
時
代
の
名
残
り
で
あ
ろ
う
。

　
大
沢
の
榎
峠
を
北
へ
山
野
田
寄
り
に

少
し
下
っ
た
あ
た
り
を
、
越
ヶ
沢
か
ら

進
出
し
た
小
川
族
が
開
発
し
て
大
貝
の

集
落
が
誕
生
し
た
。
そ
の
年
代
は
室
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
こ
う
じ
ゅ
こ
う

期
以
前
に
さ
か
の
ぼ
り
、
道
興
准
后
の

「
回
国
雑
記
」
や
万
里
集
九
の
「
梅
花

無
壼
蔵
」
に
し
た
が
え
ば
、
文
明
年
間

（
一
四
六
九
～
八
七
）
に
は
す
で
に
小

白
倉
裏
山
の
渋
海
川
べ
り
に
移
住
し
て

い
た
こ
と
に
な
る
。

　
仙
田
村
の
三
役
と
議
会
議
員
は
、
上

小
国
村
主
催
の
合
併
記
念
式
典
に
招
か

れ
て
全
員
が
出
席
し
、
祝
賀
の
酒
に
酔

い
し
れ
て
帰
村
し
た
。
こ
れ
を
目
撃
し

「
大
貝
を
失
っ
て
村
が
貧
乏
し
た
と
い

う
の
に
何
ご
と
か
」
と
憤
慨
し
た
村
民

が
少
く
な
か
っ
た
。
現
在
の
大
貝
は
世

帯
数
、
人
口
と
も
に
分
村
時
と
大
差
は

な
く
、
名
代
手
打
ち
の
「
大
貝
そ
ば
」

で
ム
ラ
お
こ
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

現
在
の
大
貝
集
落

　
平
成
9
年
8
月
写
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間
伐
材
を
利
用
し
た
プ
ラ
ン
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
募
集
！

　
県
で
は
、
県
内
の
林
業
振
興
の
促
進

と
美
し
い
街
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、

間
伐
材
を
利
用
し
た
プ
ラ
ン
タ
ー
の
デ

ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。
木
材
の
優
れ

た
特
性
を
十
分
に
生
か
し
た
、
美
し
く

親
し
み
の
あ
る
創
造
性
豊
か
な
プ
ラ
ン

タ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
『
消
防
ひ
ろ
ば
』
を

　
　
　
　
　
　
開
設
し
ま
す

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は
、
毎
年
、
．

㎜
火
災
予
防
や
防
災
教
育
を
目
的
に
、
幼
二

少
年
か
ら
楽
し
み
な
が
ら
防
災
に
関
心
己

．
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
消
防
ひ
ろ
，

ば
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

・
日
時
　
1
0
月
1
9
日
㈲

　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

・
場
所
　
川
西
中
学
校

、
・
内
容

　
　
・
ミ
ニ
消
防
車
運
転
コ
ー
ナ
ー

　
　
・
は
し
ご
車
試
乗
コ
ー
ナ
ー

　
　
・
ち
び
っ
子
救
助
隊
コ
ー
ナ
ー

　
　
・
綿
あ
め
コ
ー
ナ
ー

　
　
・
風
船
コ
ー
ナ
ー

　
　
・
紙
し
ば
い
コ
ー
ナ
ー

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
い
ろ
ん
な
コ
ー
ナ
．

　
i
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

、

■
応
募
資
格

中
学
生
以
上
の
個
人

■
応
募
方
法

　
A
3
版
の
白
紙
用
紙
一
枚
に
、
形
状

　
や
寸
法
・
模
様
が
わ
か
る
よ
う
に
デ

　
ザ
イ
ン
し
て
、
作
品
の
裏
面
に
住
所
、

　
氏
名
、
年
齢
、
職
業
（
学
生
・
生
徒

　
健
康
管
理
講
習
会

　
町
商
工
会
で
は
、
真
向
法
体
操
で
お

な
じ
み
の
加
茂
さ
ん
を
迎
え
、
次
の
と

お
り
、
健
康
管
理
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
、

・
日
時
m
月
1
5
日
㈱

　
　
　
　
　
　
午
後
7
時
か
ら

・
と
こ
ろ
　
川
西
町
商
工
会
館

・
講
師
加
茂
真
純
氏

・
テ
ー
マ
　
「
か
ら
だ
の
健
全
経
営
法
」

　
　
　
　
i
一
日
五
分
・
一
日
爽
快
1

　
の
場
合
は
学
校
名
と
学
年
）
、
電
話

　
番
号
と
作
品
の
簡
単
な
説
明
を
明
記

　
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
め
切
り

　
1
0
月
3
1
日
（
当
日
消
印
有
効
）

■
応
募
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
九
五
〇
新
潟
市
新
光
町
五
－
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
干
歳
ビ
ル
四
F

ラ財
新
潟
県
都
市
緑
化
セ
ン
タ
ー

（　
　
プ
ラ
ン
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
係

　
　
費
〇
二
五
ー
二
八
五
－
五
五
一
〇

行
政
書
士
業
務

　
無
料
相
談
所
開
設

・
日
時
　
1
0
月
1
9
日
㈲

　
　
　
　
午
前
m
時
～
午
後
4
時

・
場
所
　
ク
ロ
ス
ー
0

　
　
　
　
　
3
階
　
第
2
会
議
室

・
内
容
　
．
国
有
地
売
払
申
請
、
健
設

　
　
　
　
業
許
可
、
法
人
設
立
の
定

　
　
　
　
款
作
成
、
契
約
書
、
示
談

　
　
　
　
書
作
成
な
ど
、
各
種
許
可

　
　
　
　
申
請
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
回
町
長
杯
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

■
日
時
1
0
日
1
9
日
（
日
）
雨
天
決
行
午
前
7
時
30
分
～
8
時
受
付

■
会
場
「
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
」
シ
ョ
ー
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

■
大
会
方
法
　
　
1
2
ホ
ー
ル
（
パ
ー
38
）

■
参
加
費
　
　
5
、
0
0
0
円
（
プ
レ
イ
代
含
む
）

■
申
し
込
み
締
め
切
り
　
　
1
0
月
1
4
日
（
火
）
必
着
（
先
着
80
人
）

■
申
込
先
．
問
い
合
わ
せ
先
　
　
サ
ン
パ
レ
ス
ナ
カ
ゴ
　
智
6

8
1
4
4
1
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
場
開
発
課
（
智
6
8
1
3
1
1
1
）

エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
排
出
濃
度
を
測
定

　
今
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
ご
み
焼
却
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
に
つ
い
て
、
十
日
町
市
川

西
町
衛
生
施
設
組
合
設
置
の
ご
み
焼
却

処
理
施
設
（
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

の
測
定
分
析
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
か
ら
排
出
さ
れ
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
濃

度
は
一
・
○
ナ
ノ
グ
ラ
ム
（
一
ナ
ノ
グ

ラ
ム
”
一
〇
億
分
の
一
）
で
し
た
。
こ

の
濃
度
の
値
は
、
厚
生
省
が
緊
急
対
策

基
準
と
し
て
い
る
八
○
ナ
ノ
グ
ラ
ム
を

大
き
く
下
回
り
、
ま
た
、
恒
久
対
策
基

準
と
し
て
示
し
て
い
る
五
・
○
ナ
ノ
グ

ラ
ム
を
も
下
回
る
良
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

9．10．10⑫

　
現
在
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
メ

カ
ニ
ズ
ム
は
ま
だ
未
解
明
の
部
分
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類
や
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
を
燃
焼
す
る

際
、
よ
り
多
く
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を

発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
排
出
削
減
は
緊

急
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
ご

み
の
減
量
化
、
分
別
化
、
リ
サ
イ
ク
ル

化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
施
設
の
適

切
な
管
理
運
営
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

廃
棄
物
処
理
の
安
全
対
策
に
万
全
を
期

し
て
ま
い
り
ま
す
。

日　　時　　10月26日（日）

　　　　　　午前8時　役場前集合
講　　師　　手島直利先生

募集人員　　30人

参加費　 1，000円
　　　　　　ほかに昼食代1，000円
　　　　　　　（希望者のみ）

申し込み・問い合わせ

　　　　　ハトヤ川西店
　　　　　　　（魯68－2043）　q



蔓
目

福
祉
に
清
水
ハ
ル

茂
野
喜
一

　
　
意

　
　
　
　
（
敬
称
略
）

（
下
平
新
田
）
十
万
円

（
室
　
　
島
）
三
万
円

表
紙
の
写
真

　
九
月
二
十
五
日
、
千
手
小
学
校
（
小

杉
芳
則
校
長
・
児
童
数
二
百
三
十
一
人
）

で
、
沖
立
地
内
に
あ
る
学
校
田
の
稲
刈

り
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
作
業

は
、
毎
年
五
年
生
が
学
級
活
動
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、
今
回
は
四

十
人
が
お
よ
そ
ニ
ア
ー
ル
の
ほ
場
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
稲
刈
り
作
業
を
し
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
五
月
の
田
植
え
作
業

に
は
じ
ま
り
、
夏
の
草
取
り
作
業
な
ど

も
し
な
が
ら
、
苗
が
成
長
す
る
過
程
を

観
察
。
ま
た
、
田
植
え
か
ら
刈
り
取
り

ま
で
の
作
業
の
仕
方
は
、
下
島
生
産
組

合
の
人
た
ち
か
ら
指
導
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
こ
の
日
も
、
刈
り
方
や
束
ね
方

を
教
わ
っ
た
あ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
分
担

に
従
っ
て
作
業
を
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰
組
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
か
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
束
ち
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
た
童

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
人
児

小
わ
琶

　
　
　
畔
壇
も
．
同
崎
正
風
選

木
犀
の
香
に
気
が
つ
け
り
立
話

水
引
草
玄
関
に
挿
し
客
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

秋
の
花
小
さ
く
束
ね
病
む
人
に

書
く
便
り
一
枚
で
足
る
夜
寒
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

先
見
え
ぬ
農
政
案
じ
稲
を
刈
る

灯
る
こ
と
な
き
廃
屋
や
虫
の
闇

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
田
中
優
美

日
の
暮
る
・
子
等
ち
り
ぢ
り
に
花
野
か
な

野
良
に
出
し
母
待
つ
日
暮
れ
吾
亦
紅

　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

虫
の
声
し
み
じ
み
と
聞
く
仕
舞
風
呂

香
た
い
て
送
る
佛
や
彼
岸
明
け

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

少
年
を
な
が
く
惹
き
つ
蟻
地
獄

初
蝉
と
い
へ
ば
誰
も
が
う
な
づ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

石
畳
踏
ん
で
涼
し
く
額
づ
き
し

秋
風
と
思
ひ
し
今
日
の
戦
ぎ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

台
風
の
進
路
我
が
娘
の
住
む
方
へ

載
き
し
茄
栗
に
ま
だ
温
み
あ
り

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

台
風
の
中
の
雨
月
と
な
り
に
け
り

刈
田
よ
り
煙
流
る
・
越
路
か
な

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

梨
剥
く
や
バ
ン
ド
の
如
く
皮
垂
る
る

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

　
　
　
）
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
）

　●休日救急医

10月10日　第二藤巻医院（上野

　　　　　盈68－2018
　　12日　大熊内科医院（山本11

　　　　智52－7066
　　19日　長山医院（津南町

　　　　暦66－2877
　　〃　中条病院（中条）

　　　　智57－3018
　　26日　山口医院（下条）

　　　　智55－2003
11月2日　大島医院（川原町

　　　　暦52－2957
　　〃　上村病院（中里村〕

　　　　智63－2111
　　3日　大坪医院（四日町〕

　　　　智57－6100
　　9日　長山医院（津南町〕

　　　　費66－2877
　　〃　中条病院（中条）

　　　　盈57－3018

秋
の
雨
山
か
ら
暮
れ
て
来
た
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
旭
昇

汗
か
き
の
僧
弱
音
吐
く
残
暑
か
な

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

大
役
を
終
え
し
顔
な
る
案
山
子
か
な

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

干
さ
れ
あ
る
祭
半
天
五
六
枚

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

コ
ス
モ
ス
に
心
の
和
む
散
歩
か
な

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

花
替
え
て
お
は
ぎ
供
へ
し
秋
彼
岸

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

水
盤
の
中
に
ば
さ
り
と
間
引
菜
を

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

終
戦
忌
息
子
は
五
十
二
と
成
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
　
白
涛

お
互
い
に
達
者
を
語
り
敬
老
会

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

夏
去
り
て
稲
穂
垂
れ
た
る
昔
恋
う

　
　
　
　
　
相
模
原
市
　
佐
藤
　
周
三

孫
の
手
に
余
る
山
栗
秋
日
和

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

爽
や
か
に
医
師
の
手
厚
き
治
療
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

陽
の
当
る
句
碑
に
止
ま
る
や
赤
ト
ン
ボ

　
　
　
　
　
　
高
原
田
　
引
間
　
子
舟

ふ
る
さ
と
の
秋
を
詰
め
た
る
宅
配
便

　
　
　
　
　
　
田
中
町
石
沢
澄
代

孫
子
等
の
秘
密
の
基
地
に
栗
実
る

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
林
　
　
哲

夕
焼
に
紫
紺
の
茄
子
の
き
ら
め
け
る

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂
　
博
史

）
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
）

塩
分
の
と
り
す
ぎ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
「
砂
糖
は
な
く
て
も
生
き
ら
れ
る
が
、

塩
が
な
い
と
生
き
ら
れ
な
い
」
と
か
、

「
う
ま
い
・
ま
ず
い
の
塩
加
減
」
な
ど

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
塩
ほ
ど
私
た
ち

に
最
も
身
近
で
健
康
や
食
文
化
と
関
係

の
深
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
塩
は
体
の
中
で
重
要
な
働

き
を
し
て
い
る
も
の
の
、
塩
が
不
足
し

た
た
め
病
気
に
な
っ
た
と
い
う
話
は
聞

き
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
、
塩
の
と
り
す
ぎ
は
、
高

血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
と
の
か
か
わ

り
が
大
き
く
、
塩
の
と
り
す
ぎ
は
間
題

で
す
。
特
に
、
老
年
に
な
る
と
味
覚
が

に
ぶ
っ
て
、
塩
の
と
り
す
ぎ
に
な
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
是
非
注
意
し
た
い
も

の
で
す
。

　
「
日
本
人
の
栄
養
所
要
量
」
に
よ
る

と
、
食
塩
は
大
人
で
一
人
一
日
一
〇
∬
ラ

（
食
物
に
含
ま
れ
る
塩
二
～
三
躍
ラ
も
含

む
）
以
下
を
目
標
摂
取
量
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
数
字
は
、
食
塩
を
こ
れ
だ
け

と
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
数
字

　
焔
量
㍑

　　調味料に含まれる塩分

計量用大さじ（15cc）小さじ（5cc

で
は
変
こ
れ
以
下
に
す
る
こ
と
が
翻

望
ま
し
い
と
い
っ
た
摂
晋
安
で
・
食
艦

塩
の
最
小
必
要
量
は
稟
満
と
言
わ
衡

れ
て
い
る
ほ
ど
需
　
　

騒

平
成
七
年
度
の
県
民
栄
養
調
査
で
は
、
認

平
均
一
人
一
日
当
た
り
の
食
塩
摂
取
量
爾
晦

綜
欝
欝
淵
毒

調味料名 小さじ 大さじ

食塩 59 159

濃い口しょうゆ 0．99 2．69

薄口しょうゆ 1．09 2．99

淡色辛みそ 0．79 2．29

赤色辛みそ 0．89 2．39

甘みそ 0．49 1．19

ウスターソース 0．49 1．49

中濃ソース 0．39 0．99

濃厚ソース 0．39 0．99

トマトケチャップ 0．29 0．69

フレンチドレッシング 0．19 0．49

マヨネーズ 0．19 0．39
ト
に
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
少
な
い
塩
分
で
も
お
い
し
く
食
べ
る

に
は
、

・
酢
、
レ
モ
ン
な
ど
酸
味
を
利
用
す
る
。

・
新
鮮
な
材
料
を
選
び
、
材
料
の
持
ち

味
を
生
か
す
。

・
香
り
の
あ
る
野
菜
、
香
辛
料
な
ど
を

使
う
。

・
天
然
の
だ
し
を
上
手
に
使
っ
て
う
す

　
味
を
ひ
き
た
て
る
。
　
（
化
学
調
味
料

　
は
塩
味
を
う
す
く
感
じ
さ
せ
ま
す
の

　
で
、
使
い
す
ぎ
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎
日
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
食
事
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
食
＋
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菜
＋
副
菜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
組
み
合

　
　
　
気
　
　
　
　
　
　
わ
せ
て
、

　
　
　
病

　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
う
す
味
に

　
　
　
塩

　
　
　
食
　
　
　
　
　
心
掛
け
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
。

＝　晶召

　　　騒

脳 脳卒中

高
血
圧

血
管
障
害

心臓

心筋梗塞

狭心症

心不全

腎臓 腎不全
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，
裂
嚇
、
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

葛
彦
き
き
篭
囎
♂
飽
働
葛
嵐

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（　（横渡小畠
山辺林山

悟
志

千
瑞
子
智
暁

亜
希
子

山
野
田

中
仙
田
か
ら

東
善
寺

十
日
町
市
か
ら

う
ぶ
声
f
お
す
こ
や
か
に

山
家

沢
口

星
名

琴i莉り天套
美み子こ文2

恵博素幹千文
美　　　恵
子司子夫子良

沖　下　木

　
　
　
　
あ
お
い

佐
藤
　
　
葵

　
　
　
ゆ
　
　
り
　
　
か

井
川
由
莉
香

　
　
　
　
つ
づ
み

丸
山
　
　
鼓

正
　
人

こ
ず
え

一
　
弘

和
　
子

　
剛
百
合
子

朝
日
町

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

押
木
　
カ
ズ
60
（
藤
　
栄
）
元

高
橋
荘
一
7
4
（
務

星
名
甚
太
郎
78
（
政

相関星茂
崎　名野

ト
ワ
81
（
喜

リ
ウ
83
（
多

キ
ク
8
6
（
周

唯
七
91
（
熊

立
　
　
（
9
月
1
日
か
ら
30
日
届
け
出
分
）

全
国
都
市
緑
化
に
い
が
た
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
来
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
年
八
月
一
日
か
ら
十
月
十
八
日
ま

南雲町長にマスコットを手渡すキャンペーンガール

で
の
七
十
九
日
間
、
県
立
鳥
屋
野
潟
公

園
（
新
潟
市
）
と
県
都
市
緑
化
植
物
園

（
新
津
市
）
を
会
場
に
、
　
「
第
1
5
回
全

国
都
市
緑
化
に
い
が
た
フ
ェ
ア
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
九
月
三
十
日
、
こ
の
フ

ェ
ア
周
知
の
た
め
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ

ー
ル
三
人
を
含
む
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
町

を
訪
れ
、
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

　
南
雲
町
長
は
、
　
「
町
も
花
壇
の
出
展

を
す
る
な
ど
、
協
力
す
る
体
制
を
整
え

て
い
る
。
フ
ェ
ア
が
成
功
す
る
た
め
、

い
ろ
ん
な
機
会
を
と
お
し
て
、
会
場
に

足
を
運
ん
で
も
ら
う
よ
う
P
R
に
努
め

た
い
」
と
激
励
を
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん

も
、
ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

Pてす体花しバン日、エr緑鳥月脚』　　　届三一ご一ご　零を子　子弘
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墾
、
墾塗

》
「
け
っ
し
ょ
う
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
」

2
年
生
高
橋
未
来
さ
ん

ん

「かぎかけ」

年生高橋拓朗

▲「なつの海」

　4年生高橋大輝くん
▲「ミニブッシュ」

　3年生南雲香織さん

〈
上
野
小
学
校
丁

鯵
　
、
「

9．10．10⑭

▲「ぱちんこ　ひこうき」
　1年生押木祐生くん

「
ひ
つ
じ
が
の
っ
て
る
車
」

〈
3
年
生
上
村
和
也
く
ん

X
、
、

▲「はり金の自転車」

6年生片桐亜寿花　さん

（11月号は橘小学校です


